
JP 2008-146608 A5 2009.10.8

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年10月8日(2009.10.8)

【公開番号】特開2008-146608(P2008-146608A)
【公開日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2006-336385(P2006-336385)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ   9/34     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ   9/34    　　　　
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５００Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月26日(2009.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字コードで構成される文章情報に基づいて、文書画像データを生成する情報処理装置
であって、
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段と、
　文章情報を入力する入力手段と、
　該入力手段によって入力された前記文章情報の中の文章を構成する文字コードに基づい
て、対応する文字パターンを生成する文字パターン生成手段と、
　該文字パターン生成手段で注目文字コードに対応する文字パターンを生成する場合、前
記注目文字コードの１つ前の文字コードで選択したマスクパターンとは異なるマスクパタ
ーンを前記記憶手段から選択する選択手段と、
　前記注目文字コードに対応する文字パターンと、前記選択手段で選択されたマスクパタ
ーンとを合成し、合成後の文字パターンをページ画像の一部として出力する合成手段と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、２つのマスクパターンを記憶し、
　前記選択手段は、１文字分の文字パターンが生成される度に、前記２つのマスクパター
ンの一方を交互に選択することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、３つのマスクパターンを記憶し、
　前記選択手段は、１文字分の文字パターンが生成される度に、次の文字が符号でない場
合には、前記３つのマスクパターンの内の第１マスクパターン又は第２マスクパターンか
らいずれか１つのマスクパターンを選択し、次の文字が符号である場合には、前記第１マ
スクパターン及び第２マスクパターンとは異なる第３マスクパターンを選択することを特
徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
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　前記合成手段は、印刷手段に出力することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項
に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置が出力したページ画像から、文字
画像単位の後処理のために各文字画像を切り出す画像処理装置であって、
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段と、
　ページ画像を入力する入力手段と、
　入力したページ画像を、垂直、水平方向に射影し、有意画素の分布を示すヒストグラム
を作成する作成手段と、
　作成されたヒストグラムに基づき、有意画素の領域を仮文字画像領域として抽出する仮
抽出手段と、
　該仮抽出手段で抽出した仮文字画像領域中の仮文字画像が、前記記憶手段に記憶された
いずれのマスクパターンと合成されたかを判別するマスクパターン判別手段と、
　該マスクパターン判別手段によって判別された注目仮文字画像のマスクパターンの種類
と、直前位置の仮文字画像に合成されたマスクパターンの種類が同じであるか否かを判定
する判定手段と、
　該判定手段により、注目仮文字画像と直前位置の仮文字画像のマスクパターンの種類が
同じであると判定した場合には、注目仮文字画像と直前位置にある仮文字画像を含む領域
の画像を新たな仮文字画像として更新し、
　前記判定手段により、注目仮文字画像と直前位置の仮文字画像のマスクパターンの種類
が異なると判定した場合には、注目仮文字画像の直前位置における仮文字画像を正規の文
字画像の切り出し画像として後処理に出力する制御手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記注目仮文字画像の直前位置における仮文字画像を文字認識手段に
出力することを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段を備え、文字コードで構成され
る文章情報に基づき、文書画像データを生成する情報処理装置の制御方法であって、
　入力手段が文章情報を入力する入力工程と、
　該入力工程によって前記文章情報の中の文章を構成する文字コードに基づいて、文字パ
ターン生成手段が対応する文字パターンを生成する文字パターン生成工程と、
　該文字パターン生成工程で注目文字コードに対応する文字パターンを生成する場合、選
択手段が前記注目文字コードの１つ前の文字コードで選択したマスクパターンとは異なる
マスクパターンを前記記憶手段から選択する選択工程と、
　合成手段が、前記注目文字コードに対応する文字パターンと、前記選択手段で選択され
たマスクパターンとを合成し、合成後の文字パターンをページ画像の一部として出力する
合成工程と、
を備えることを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項８】
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段を備え、請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の情報処理装置が出力したページ画像から、文字画像単位の後処理のため
に各文字画像を切り出す画像処理装置の制御方法であって、
　入力手段がページ画像を入力する入力工程と、
　作成手段が、入力したページ画像を、垂直、水平方向に射影し、有意画素の分布を示す
ヒストグラムを作成する作成工程と、
　仮抽出手段が、作成されたヒストグラムに基づき、有意画素の領域を仮文字画像領域と
して抽出する仮抽出工程と、
　マスクパターン判別手段が、該仮抽出工程で抽出した仮文字画像が前記記憶手段に記憶
されたいずれのマスクパターンと合成されたかを判別するマスクパターン判別工程と、
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　判定手段が、該マスクパターン判別工程によって判別された注目仮文字画像のマスクパ
ターンの種類と、直前位置の仮文字画像に合成されたマスクパターンの種類が同じである
か否かを判定する判定工程と、
　制御手段が、該判定工程により、注目仮文字画像と直前位置の仮文字画像のマスクパタ
ーンの種類が同じであると判定した場合には、注目仮文字画像と直前位置にある仮文字画
像を含む領域の画像を新たな仮文字画像として更新し、
　前記判定工程により、注目仮文字画像と直前位置の仮文字画像のマスクパターンの種類
が異なると判定した場合には、注目仮文字画像の直前位置における仮文字画像を正規の文
字画像の切り出し画像として後処理に出力する制御工程と、
を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　文字コードで構成される文章情報に基づき、文書画像データを生成する情報処理装置で
あって、
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段と、
　文章情報を入力する入力手段と、
　該入力手段によって入力された前記文章情報の中の文章を構成する文字コードに基づい
て、対応する文字パターンを生成する文字パターン生成手段と、
　注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が２以上で構成されるか否かを判断す
る判断手段と、
　該判断手段によって、注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が、１つで構成
されると判断された場合には、注目文字パターンを、ページ画像の一部として出力する第
１の出力手段と、
　前記判断手段によって、注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が、２以上で
構成されると判断された場合には、前記注目文字パターンの１つ前の文字パターンで選択
したマスクパターンとは異なるマスクパターンを前記記憶手段から選択する選択手段と、
　注目文字パターンと、前記選択手段で選択されたマスクパターンとを合成し、合成後の
文字パターンをページ画像の一部として出力する第２の出力手段と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　前記判断手段は、注目文字パターンを構成する有意画素の水平、又は、垂直方向の射影
ヒストグラムを作成し、当該ヒストグラムに基づいて、独立した有意画素の分布領域が２
以上あるか否かを判断することを特徴とする請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　更に、有意画素の独立した分布領域を２以上有する文字を示す文字コードを示す辞書情
報を記憶する辞書記憶手段を備え、
　前記判断手段は、注目文字コードが前記辞書情報に登録されているか否かを検出するこ
とで、注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が２以上で構成されるか否かを判
断することを特徴とする請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記選択手段は、直後の文字パターンが符号である注目文字パターンには、従前に選択
したマスクパターンとは異なるマスクパターンを選択することを特徴とする請求項９に記
載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記選択手段は、周辺部に文字以外の画像を有する注目文字画像には、従前に選択した
マスクパターンとは異なるマスクパターンを選択することを特徴とする請求項９に記載の
情報処理装置。
【請求項１４】
　請求項９乃至１３のいずれか１項に記載の情報処理装置が出力したページ画像から、文
字画像単位の後処理のために各文字画像を切り出す画像処理装置であって、
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段と、
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　ページ画像を入力する入力手段と、
　入力したページ画像を、垂直、水平方向に射影し、有意画素の分布を示すヒストグラム
を作成する作成手段と、
　作成されたヒストグラムに基づき、有意画素の領域を仮文字画像領域として抽出する仮
抽出手段と、
　前記仮文字画像領域内の仮文字画像が、前記記憶手段に記憶されたマスクパターンのい
ずれかと合成されているか否かを判別し、合成されている場合には、そのマスクパターン
を識別するマスクパターン判別手段と、
　該マスクパターン判別手段によって、注目仮文字画像が、前記記憶手段に記憶されたマ
スクパターンのいずれかとも合成されていないと判別された場合、注目仮文字画像を正規
の文字画像の切り出し画像として後処理に出力し、
　前記マスクパターン判別手段によって判別された注目仮文字画像が前記マスクパターン
で合成されていると判別した場合、注目仮文字画像と隣接する仮文字画像の中で、同じマ
スクパターンで合成された仮文字画像を含む領域を、正規の文字画像の切り出し画像とし
て後処理に出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段を備え、文章を構成する文字コ
ードで構成される文章情報に基づいて、文書画像データを生成する情報処理装置の制御方
法であって、
　入力手段が文章情報を入力する入力工程と、
　該入力工程によって入力された前記文章情報の中の文章を構成する文字コードの順番に
、文字パターン生成手段が対応する文字パターンを生成する文字パターン生成工程と、
　判断手段が、注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が、２以上で構成される
か否かを判断する判断工程と、
　該判断工程によって注目文字パターンが、独立した有意画素の分布領域が１つで構成さ
れると判断した場合には、第１の出力手段が、注目文字パターンを、ページ画像の一部と
して出力する第１の出力工程と、
　前記判断工程によって、注目文字パターンの独立した有意画素の分布領域が２以上で構
成されると判断された場合には、選択手段が前記注目文字パターンの１つ前の文字パター
ンで選択したマスクパターンとは異なるマスクパターンを前記記憶手段から選択する選択
工程と、
　第２の出力手段が、注目文字パターンと、前記選択工程で選択されたマスクパターンと
を合成し、合成後の文字パターンをページ画像の一部として出力する第２の出力工程と、
を備えることを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段を備え、請求項９乃至１３のい
ずれか１項に記載の情報処理装置が出力したページ画像から、文字画像単位の後処理のた
めに各文字画像を切り出す画像処理装置の制御方法であって、
　入力手段がページ画像を入力する入力工程と、
　作成手段が、入力したページ画像を、垂直、水平方向に射影し、有意画素の分布を示す
ヒストグラムを作成する作成工程と、
　仮抽出手段が、作成されたヒストグラムに基づき、有意画素の領域を仮文字画像領域と
して抽出する仮抽出工程と、
　マスクパターン判別手段が、該仮抽出工程で抽出した仮文字画像が前記記憶手段に記憶
されたマスクパターンのいずれかと合成されているか否かを判断し、合成されている場合
には、そのマスクパターンを識別するマスクパターン判別工程と、
　該マスクパターン判別工程によって、注目仮文字画像が、前記記憶手段に記憶されたマ
スクパターンのいずれかとも合成されていないと判別された場合、出力手段が注目仮文字
画像を正規の文字画像の切り出し画像として後処理に出力し、
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　前記マスクパターン判別工程によって判別された注目仮文字画像が前記マスクパターン
で合成されていると判別した場合、出力手段が、注目仮文字画像と隣接する仮文字画像の
中で、同じマスクパターンで合成された仮文字画像を含む領域を、正規の文字画像の切り
出し画像として後処理に出力する出力工程と、
を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータが読込み実行することで、請求項７、８、１５、１６のいずれか１項に記
載の各工程を実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】情報処理装置、画像処理装置、情報処理装置の制御方法及び画像処理装置
の制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によれば、文字コードで構成される文章情報に基づいて、文書画像データを生成
する情報処理装置であって、互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段と、
文章情報を入力する入力手段と、該入力手段によって入力された前記文章情報の中の文章
を構成する文字コードに基づいて、対応する文字パターンを生成する文字パターン生成手
段と、該文字パターン生成手段で注目文字コードに対応する文字パターンを生成する場合
、前記注目文字コードの１つ前の文字コードで選択したマスクパターンとは異なるマスク
パターンを前記記憶手段から選択する選択手段と、前記注目文字コードに対応する文字パ
ターンと、前記選択手段で選択されたマスクパターンとを合成し、合成後の文字パターン
をページ画像の一部として出力する合成手段と、を備えることを特徴とする情報処理装置
が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明によれば、互いに異なる複数のマスクパターンを記憶する記憶手段を備え
、文字コードで構成される文章情報に基づき、文書画像データを生成する情報処理装置の
制御方法であって、入力手段が文章情報を入力する入力工程と、該入力工程によって前記
文章情報の中の文章を構成する文字コードに基づいて、文字パターン生成手段が対応する
文字パターンを生成する文字パターン生成工程と、該文字パターン生成工程で注目文字コ
ードに対応する文字パターンを生成する場合、選択手段が前記注目文字コードの１つ前の
文字コードで選択したマスクパターンとは異なるマスクパターンを前記記憶手段から選択
する選択工程と、合成手段が、前記注目文字コードに対応する文字パターンと、前記選択
手段で選択されたマスクパターンとを合成し、合成後の文字パターンをページ画像の一部
として出力する合成工程と、を備えることを特徴とする情報処理装置の制御方法が提供さ
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れる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　次に、合成部２０５において、注目文字コードに対応する文字パターンと、マスクパタ
ーン選択部２０４で選択されたマスクパターンとを合成する（ステップＳ３０３）。文字
パターンはステップＳ３０１で生成されたものであり、マスクパターンはステップＳ３０
２でマスクパターン記憶部２０３から選択したものである。なお、文字パターンとマスク
パターンとの合成方法については後述する。
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